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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

集
合　

 

午
前
９
時
50
分
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
信
太
山
駅
」
改
札

（
雨
天
決
行
）

解
散　

 

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
北
信
太
駅
」
※
終
了
後
、
懇
親
会
を

予
定

案
内　

和
泉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド　
　

定
員　

20
人

会
費　

無
料
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
実
費
）

い
ず
み
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
泉
州
地
区
文
化
企
画

日
時　

11
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

集
合　

 

午
後
２
時
30
分
に
大
阪
城
公
園
大
手
門
西
側
城
内
案

内
板
前
（
地
下
鉄「
谷
町
四
丁
目
駅
」北
口
か
ら
５
分
）

講
師　

渡
辺
武
氏
（
元
大
阪
城
天
守
閣
館
長
）

定
員　

20
人

会
費　

６
０
０
円
（
大
阪
城
天
守
閣
入
場
料
）

※
終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
。
参
加
の
場
合
は
別
途
３
千
円

大
坂
城
の
歴
史
を
た
ど
る
―
真
田
幸
村
と
大
坂
の
陣

大
阪
市
東
部
・
南
部
・
北
部
地
区
文
化
企
画

日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
会
議

室

講
師　

山
本
直
史
氏
（
岡
山
大
学
病
院
歯
周
科
講
師
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

60
人

歯
周
組
織
再
生
治
療
の
変
遷
と
塩
基
性
線
維
芽
細
胞

成
長
因
子
（
ｂ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）
の
臨
床
応
用
へ
の
展
開

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

 

11
月
19
日（
土
）午
後
３
時
〜
（
開
場
は
２
時
30
分
）

上
映
時
間
１
０
６
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

仙
郷
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
一
人
の
新
米

女
医
の
物
語

映
画
「
い
し
ゃ
先
生
」
無
料
上
映
会

日
時　

11
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族　

無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ど
う
扱
う
べ
き
か

―
年
末
調
整
へ
の
対
応
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
講
座

日
時　

 

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
雨

天
決
行
）

集
合　

午
後
１
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
環
状
線
「
玉
造
駅
」
北
改
札

解
散　

 

午
後
４
時
頃　

各
天
王
寺
駅　

※
解
散
後
、
天
王
寺

付
近
で
懇
親
会
を
予
定

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）　
　

定
員　

15
人

会
費　

無
料
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
実
費
、
３
千
円
程
度
）

古
地
図
で
歩
く
大
阪　

真
田
信
繁（
幸
村
）ゆ
か
り
の

真
田
丸
跡
と
終
焉
地
を
訪
ね
る

大
阪
市
南
部
・
東
部
・
北
部
地
区
文
化
企
画

患
者
負
担
増
ス
ト

ッ
プ
を
訴
え
る
協

会
の
メ
ン
バ
ー
＝

10
月
20
日
、
東
京

都
内

六代目　三遊亭圓生 文・絵　藤田　進
（河内長野市）

第三回

変
幻
自
在
の
落
語
家

　

は
い
み
な
さ
ん
、
絵
の
人

物
。
ギ
ョ
ロ
ッ
と
し
た
目
、

そ
ん
な
目
で
睨
ん
で
い
ま

す
。
怖
い
で
す
ね
、
怖
い
で

す
ね
。
こ
の
人
、
名
前
を
三

遊
亭
圓
生
と
い
い
ま
す
。
こ

ん
な
人
に
睨
ま
れ
た
ら
縮
み

上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

は
い
、
も
う
時
間
が
来
ま
し

た
。
ま
た
来
週
お
目
に
か
か

り
ま
し
ょ
う
、
サ
ヨ
ナ
ラ
、

サ
ヨ
ナ
ラ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
…
。

　

え
っ
、
だ
れ
の
マ
ネ
を
し

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
？　

淀
川
長
治
さ
ん
に
決
ま
っ
て

ま
す
。
何
、
そ
ん
な
人
知
ら

な
い
。
あ
あ
、
昭
和
も
遠
く

な
り
に
け
り
。
と
い
う
こ
と

は
、
三
遊
亭
圓
楽
は
？　

も

ち
ろ
ん
先
代
の
。
笑
点
に
出

て
た
方
。
か
ろ
う
じ
て
知
っ

て
い
る
。
は
い
は
い
、
三
遊

亭
圓
生
は
そ
の
圓
楽
さ
ん
の

　

近
年
の
歯
内
療
法
の
進
化

は
著
し
く
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ

ー
プ
や
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
、

そ
し
て
次
々
と
発
表
さ
れ
る

新
し
く
高
性
能
な
Ｎ
ｉ
Ｔ
ｉ

フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
や
バ
イ

オ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
系
材
料
の

開
発
な
ど
、
私
た
ち
の
歯
内

療
法
を
取
り
巻
く
環
境
は
劇

的
に
変
化
し
て
い
る
。ま
た
、

世
界
中
に
お
い
て
様
々
な
臨

床
及
び
基
礎
研
究
が
多
数
進

ん
で
お
り
、
ど
の
よ
う
な
薬

剤
が
根
管
洗
浄
に
効
果
的
で

あ
る
の
か
、
ど
の
Ｎ
ｉ
Ｔ
ｉ

フ
ァ
イ
ル
が
破
折
し
に
く
い

の
か
等
の
新
し
い
情
報
も
次

々
と
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
現
在
、
私
た
ち
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
そ
う
し
た
最
新
情
報
を

い
つ
で
も
入
手
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
新
し
い
情
報
、
そ

し
て
新
し
い
機
材
を
単
に
臨

床
応
用
す
る
こ
と
だ
け
で
、

私
た
ち
の
日
常
的
な
歯
内
療

法
の
質
は
本
当
に
向
上
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

歯
内
療
法
は
物
理
的
に
見

え
に
く
い
根
管
内
に
お
い
て

行
わ
れ
る
繊
細
な
処
置
の
連

続
で
あ
り
、
さ
ら
に
根
管
内

に
残
存
す
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
は
は
っ
き
り
と
見
え
な
い

も
の
も
多
い
た
め
、
自
分
が

頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
行

っ
て
い
る
根
管
清
掃
な
ど
の

処
置
と
、
実
際
に
そ
れ
が
行

わ
れ
た
後
の
状
態
と
が
異
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

※ 

お
申
し
込
み
は
協
会
事
務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７

７
３
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す

　

10
月
20
日
の
「
憲
法
・
い

の
ち
・
社
会
保
障
ま
も
る
国

民
集
会
」
と
国
会
要
請
行
動

に
参
加
し
た
戸
井
逸
美
氏

（
生
野
区
、
副
理
事
長
）
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

◇

　

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
に
全
国
か
ら
結
集
し
た
３

千
人
余
り
の
医
療
関
係
者
ら

　

10
月
20
日
の
国
会
行
動

で
協
会
が
要
請
し
た
議
員

は
次
の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
自
民
〉
長
尾
敬
、

〈
共
産
〉
宮
本
岳
志
、
清

水
忠
史
、〈
無
所
属
〉
上

西
小
百
合

参
院
〈
共
産
〉
大
門
実
紀

史【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和

英
、
宗
清
皇
一
、
岡
下
昌

平
、
大
西
宏
幸
、
と
か
し

き
な
お
み
、
谷
川
と
む
、

北
川
知
克
、
中
山
泰
秀
、

大
塚
高
司
、
佐
藤
ゆ
か

り
、
左
藤
章
、
原
田
憲

治
、
神
谷
昇
、
竹
本
直

一
、〈
公
明
〉
北
側
一

雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進

一
、
國
重
徹
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也
、〈
民

進
〉
平
野
博
文
、
辻
元
清

美
、〈
維
新
〉
井
上
英

孝
、
浦
野
靖
人
、
松
浪
健

太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸

幸
、
足
立
康
史
、
木
下
智

彦
、
谷
畑
孝
、
丸
山
穂

高
、
伊
東
信
久
、
椎
木

保
、〈
共
産
〉
堀
内
照
文

参
院
〈
自
民
〉
柳
本
卓

治
、
松
川
る
い
、〈
公

明
〉
杉
久
武
、
石
川
博

崇
、
山
本
香
苗
、
熊
野
正

士
、〈
維
新
〉
浅
田
均
、

高
木
か
お
り
、〈
共
産
〉

辰
巳
孝
太
郎
、
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

が
、
隣
接
す
る

厚
労
省
へ
向
け

て
「
憲
法
・
い

の
ち
・
社
会
保

障
ま
も
れ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
い
っ
せ

い
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
政
府
が

進
め
る
患
者
負
担
増
計
画
に

対
し
、
医
療
現
場
か
ら
反
対

を
訴
え
た
重
要
な
集
会
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど

の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の

大
き
な
声
に
触
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
政
府
の
主
張
ば

か
り
を
垂
れ
流
し
て
い
る
こ

と
に
強
い
憤
り
を
覚
え
る
。

　

集
会
に
先
立
っ
て
、
大
阪

選
出
の
国
会
議
員
に
医
療
改

悪
の
ス
ト
ッ
プ
を
訴
え
た
。

低
歯
科
診
療
報
酬
や
技
工
危

機
、
口
腔
崩
壊
問
題
に
つ
い

て
、
面
会
し
た
５
人
の
議
員

が
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

協
会
が
粘
り
強
く
国
会
行

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
全
国
の
運
動
の
中
で
も
大

き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
―

―
。
改
め
て
そ
う
確
信
し
た

一
日
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
自
ら

の
手
技
で
、
ど
こ
ま
で
根
管

清
掃
を
は
じ
め
と
し
た
基
本

操
作
が
達
成
さ
れ
て
い
る
の

か
、
こ
の
よ
う
な
点
を
顧
み

て
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て

日
常
的
な
治
療
で
あ
る
歯
内

療
法
の
質
を
少
し
で
も
高
め

る
た
め
に
、
Ｇ
Ｐ
と
し
て
ど

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
技
で

行
う
こ
と
が
効
果
的
な
の
か

に
つ
い
て
、
先
生
方
と
一
緒

に
考
え
た
い
。

師
匠
に
あ
た
り
ま
す
。

　

落
語
に
は
面
白
い
人
が
出

て
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
人
も
女

性
も
子
ど
も
も
出
て
き
ま

す
。
圓
生
師
匠
が
悪
人
を
や

る
と
凄
み
が
あ
り
、
女
性
を

や
る
と
艶
っ
ぽ
い
、
子
ど
も

を
や
る
と
か
わ
い
ら
し
い
。

変
幻
自
在
の
落
語
家
で
し

た
。
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
残
念
な
が

ら
直
接
生
で
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
見
た
い
方
は
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
見
て
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
生
で
見
る
と
迫

力
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
映

像
で
も
そ
の
迫
力
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
か
ら
。
私
（
天
満

家
金
歯
）
の
持
ち
ネ
タ
、
今

52
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
３
割

が
圓
生
師
匠
の
持
ち
ネ
タ
で

す
。（
断
っ
て
お
き
ま
す

が
、
３
割
は
米
朝
師
匠
の
で

す
よ
。
も
ち
ろ
ん
上
方
落
語

も
大
事
に
し
て
い
ま
す
）

　

圓
生
師
匠
の
歯
切
れ
の
い

い
し
ゃ
べ
り
方
が
魅
力
で

す
。
当
然
私
の
落
語
も
圓
生

師
匠
に
似
て
き
ま
す
。
大
阪

弁
と
東
京
弁
、
ど
ち
ら
も
自

在
に
し
ゃ
べ
り
ま
す
。

　

ね
え
あ
な
た
、
一
度
天
満

家
金
歯
の
落
語
も
聞
き
に
来

て
く
だ
さ
い
よ
。
12
月
18
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
、

天
三
お
か
げ
館
、
待
っ
て
ま

〜
す
。

10
・
20
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

10・20行動

12 月度生涯
研修講座抄録

協
会
運
動
が
大
き
な
力
に

歯
内
療
法
の
質
を
高
め
る

た
め
に
で
き
る
こ
と
と
は

戸
井
逸
美（
生
野
区
）

阿
部　

修
（
東
京
都
武
蔵
野
市
開
業
、　

東
京
歯
科
大
学
非
常
勤
講
師
）

ひと
かたりひと、


